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都市部大学に通う女子大生の体型と体構成評価に関する研究
の評価の妥当性についてーと体脂肪率(体構成)-BMI (体型)
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要約
近年、ライフスタイルの変化に伴い、健康状態、疾病構造にも影響を及ぼしてきた。特
に、若年女性の間では「やせ志向」からくる食生活の乱れが社会問題としてあげられてい
る。
研究目的は、都市部に位置する大学に通う女子学生 (20-21歳)の身体特性の現状を
明らかにするとともに、体型 (BMI)と体構成(栄研式キャリバーによる皮下脂肪厚・イ
ンピーダンス法による体脂肪率)の肥満判定との関連性を明確にして、体構成評価のため
の基礎資料を得ることである。
対象者は、 20-21歳の女子学生291名である。測定項目は、体型を示す身長・体重、こ
こからBMI(肥満判定指数)を算出した。体構成は、皮下脂肪厚測定[計算値]、インピー
ダンス法による体脂肪率測定[実測値]を行い、体型と体構成の評価の妥当性、信頼性に
ついて検討した。
主な結果は以下の通りである。
(1)対象者の身体特性は、体型及び皮下脂肪厚はともに「基準値」であったが、体脂肪率
の実測値は「肥満Jの一歩手前であり、「隠れ肥満」であることが明らかになった。
(2) BMIと体脂肪率の実測値の肥満判定との聞には、統計上有意な差が認められ(ド検
定 P< 0.001)、敏感度10.3%、特異度45.4%であった。
(3)体脂肪率の計算値と実測値の肥満判定との聞には、統計上有意な差が認められ(X2検
定 P< 0.001)、敏感度54.7%、特異度86.7%であった。
(4)体構成(体脂肪率、体脂肪量、除脂肪体重)の計算値と実測値の聞には、統計上有意
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な正の相闘が認められた (P< 0.001)が、体脂肪率、除脂肪体重の相関係数 (r= 0.34 
-0.38)は低い値であった。
(5) BMIは実測値の体脂肪率と有意な正の相闘があり (r= 0.689 P < 0.001)、計算か
ら求めた体脂肪率より相関係数が高かった (r= 0.438 P < 0.001)。
(6) 1"隠れ肥満」が指摘されている若い年代の身体評価には、体型と体構成両者の評価の
必要性が認められた。また、体構成の評価にはインピーダンス法を用いることがより効果
的であることが示唆された。
1 .はじめに
近年、急激なライフスタイルの変化に伴い食生
活、余暇時間などが多様化し、その結果、健康状
態、疾病構造にも影響を及ぼしてきた。特に、若
い女性の間では、「やせ志向」からくる欠食・偏食
の食生活の乱れ、拒食症・過食症の摂食障害、運
動不足が社会問題として取り上げられている。ま
た、「やせ願望」の強いこの年代の女性が体重・体
型を気にするのは、テレビに映るタレントやスー
ノfー モデルのスタイルへの"童れや、ダイエット情
報を掲載している情報雑誌などのマスコミの影響
と言えよう(中嶋ら.1994)。
体重は、脂肪と除脂肪体重(筋肉、骨)に大別
される。「肥満」とは、体重の中でも脂肪が過剰に
蓄積した状態を指し(箕輪.1982:長嶺.1972)、
単に体重が重い、筋肉が発達しているというのは
「肥満」とはL、えない。このことから、外見で肥満
判定を行うことは極めて困難である。「肥満Jの発
生には、遺伝的素因、食習慣、運動などが関わり、
糖尿病、動脈硬化、高血圧、痛風の合併症を起こ
すことが知られている。甲田ら(1994)は、今後、
生活習慣病の危険因子を排除するためにも、身体
測定特に、体脂肪評価を用いた健康管理が必須で
あると報告している。
身体特性の代表的な測定方法は、体型を示す肥
満度、標準体重(箕輪.1982 :長嶺.1972)の他
に、体構成を測定する水中体重法 (Lukaski.
1987)、電気抵抗法 (Lukaski.1985 : Lukaski. 
1986 :中塘ら.1990)、超音波法(豊JlIら.1984)、
皮下脂肪厚法があり、測定の実用性、妥当性、再
現性について検討が行われている。
本研究は、都市に位置する大学に通う女子大生
を対象として、女子学生の身体特性の現状を明ら
かにするとともに体型を示すBMI、体構成を示す
皮下脂肪厚、インピーダンス法による体脂肪率の
肥満判定の差異について検討を行い、その関連性
と評価方法の妥当性と信頼性を明らかにしたので
報告する。
2.方法
(1)対象者
対象者は、東京家政学院大学家政学部管理栄養
士専攻(各年度1クラス約50名)に 1990-1995
年に入学した20-21歳の健康な女子学生291名で
ある。各年度毎の母数が少ないため、 1990-1992
年、 1993-1995年の3年間ずつをひとまとめにし
て分析した。
(2)測定項目と方法
測定項目は、体型を示す身長と体重、体構成を
示す体脂肪について行った。
体型を示す身長、体重の測定は、国民栄養調査
(厚生省)に準じた方法を用い、身長計、体重計で
行った。体重は身軽な服装で測定し、後日着てい
た服装の重量を自己申告してもらい、測定値より
差しヲ，~、た。また、体型の評価として、身長、体
重から肥満判定指数 (BMI;Body Mass Index: 
体重kg/身長m')を算出した。
体脂肪の評価としては、皮下脂肪厚とインピー
ダンス法による体脂肪率の2つの方法から検討を行
った。皮下脂肪厚の測定は、栄研式皮下脂肪厚計
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(キャリパー)を用い、国民栄養調査(厚生省)に
準じた方法で行った。ただし、この皮下脂肪厚の
測定は、原則として同一人物が行うことが望まし
いとされているが、今回は1クラス(約50名)の
測定を各班(約7名前後)で分担したため、同一人
物ではなかったということが国民栄養調査と相違
する点である。測定部位は、上腕背部と肩脚骨下
端部の2点を測定し、合計した。また、測定した皮
下脂肪厚から体脂肪率を求める際は、「長嶺の皮下
脂肪厚からの体密度推定式 (1972)Jを用いて体密
度を求めてから、 BROZKE(1963)の計算式に代
入し、体脂肪率、体脂肪量、除脂肪体重を算出し
fこ。
1 )成人女子 (20歳以上)の体密度推定式
D = 1.0897 -0.00133X※ D=体密度
X=皮下脂肪厚 (mm)(肩甲骨下端部+上腕
背部)
2 )体脂肪 BROZKE (1963)の式
体脂肪率(%)= (4.570/D -4.142) x 100 
体脂肪量(kg)=体重(kg)x体脂肪率(%)/ 
100 
3 )除脂肪体重 (Lean Body Mass: LBM) 
LBM (kg) =体重(kg)一体脂肪量(kg)
体構成の評価として、度下脂肪厚の他にインピー
ダンス法 (BodyComposition Analyzer:セ
ントウェル社 BIA-103)での体脂肪測定を行った。
インピーダンス法を本研究で用いた理由は、水中
体重法と高い相聞を示したという研究報告が示唆
されているからである (Lukaski，1985: Lukaski， 
1986 :中塘ら， 1990:国井ら， 1989)。測定方法
は、右手、右足に電極を貼付して身体の抵抗値を
測定し、性別、年齢、身長、体重をコンビューター
に入力することにより計測するものであり、除脂
肪組織は水分に富んでいるため伝導性がよく、脂
肪組織は伝導性が悪いという原理を利用している。
そのため測定に際し、体内水分量を標準に保つた
め、対象者には次の4つの指示をした。①測定前の
食事および運動はしないこと、②24時間以内の飲
酒はしないこと、③測定時、金属類は身にっけな
いこと、④測定時、安静にすることである。
(3)分析方法
統計処理は、統計ソフト STATFREXを用いた。
測定値は平均値士 SDで示し、統計学的手法は、 t
検定、ピアソンの積率相関、 x'検定を用いた。体
脂肪率の結果は、皮下脂肪厚から体密度、 BROZKE
(1963)の計算式に代入した結巣を「計算値」、イ
ンピーダンス法で測定した結果を「実測値」とし
て検討を行った。
また、体型と体構成の肥満判定の妥当性を評価
する項目として、敏感度 (sensitivity)、特異度
(specificity)、陽|生反応的中率 (predictivevalue 
of positive test)、陰性反応的中率 (predictive
value of negative test)を算出した(柳， 1995)。
3.結果
3. 1 対象者の体型と体構成の実態
対象者の身体特性の結果を表1に示した。対象者
の身長、体重から算出したBMI(20-24基準値)
は、それぞれ20.7:!:2.2、20.6::!:2.2を示し、「基
準値」の体型であり各年度毎での有意差は認めら
れなかった。
体構成の結果は、キャリパーを用いた皮下脂肪
厚(成人女性 50mm以上肥満)は、それぞれ35.8
:! l1.9mm、43.8:!:20.4mmと「基準値」範囲で
表1 対象者の身体特性およびインピーダンス法
による体脂肪率
τ 1990~1992 1993~1995 
身長 cm 158.0:!: 4.6 158.0士 5.4
体重 kg 51. 8土 6.5 51.5土 6.4
BMI 20.7:!: 2.2 20.6:!: 2.2 
皮下脂肪厚 血血 35. 8:!: 11. 9 43‘8:!:20.4 
体脂肪率 9も 27.7王4.百 26. 1:!:3. 8 
体脂肪量 kg 14.4土3.7 13. 7:!:3. 5 
除脂肪体重 kg 37. 3:!:3. 6 38. 1:!:4. 1 
水分 号も 55. 0:!:4. 4 56. 5:!:4. 1 
※皮下脂肪厚:上腕背部+肩E甲骨下端部
※BMI:体重kg/身長m2
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表2 BMIからみた体構成の肥満判定差異について
BMI 皮下脂肪厚
n 判定 皿皿
95 18. 5:t0. 7 やせ 32. 7:t 14. 4 
177 21. 2:t1. 2 基準 41. 7:t 13. 4 
19 26. 4:t 1. 8 やや肥満以上 59. 9:t20. 9 
※BMIの肥満者が 1名だったため、やや肥満以上にまとめた
表3 BMI肥満判定(日本肥満学会)
平害
基準
肥満傾向
肥満
<20 
ミ20く24
注24く26.5
26.5 
表4 皮下肥満厚 (mm)と計算式から求めた
体脂肪率(%)による肥満判定
対象:成人女性
皮脂厚II1II=上腕背部+肩脚骨下端部
軽度の肥満
m % 
45 30 
直帯
阻%
55 35 
雇宮方程藷
掴%
60 40 
※厚生省は皮下脂肪厚50mm以上を肥満としている
(成人女性)
※軽度のH巴荷を境界とした
表5 BMIと体脂肪率(実測値)の独立性の検定
(人)
BMI 
体脂肪率 やせ 塞翠 ffi巴帯以上 計
やせ 6 。 。 6 
基準 55 46 O 101 
境界 32 101 2 135 
肥満 2 30 17 49 
計 95 177 19 291 
BMIの肥満者が1名だったため、やや肥満以上にまとめた
自由度 6 
x21i直 122.26
P<O.001 
はあったが、増加傾向を示し、統計学上有意差が
認められた (P< 0.001)。
一方、インピーダンス法で測定した体脂肪率(成
人女性 20~25 % ;基準値 25~30 % ;基準と肥
満の境界域 30%以上;肥満)は、それぞれ 27.7
:t 4.3 %、 26.1:t 3.8 %であり、「基準値」と「肥
体脂肪率 % 
判定 計算値 判定 実測値 判定
22.8:t 8.3 24. 0:t3. 5 基準
27.8士 7.7 27. 7:t3. 4 境界
肥満 38. 6:t 12.6 肥満 3. 6:t2. 3 肥満
満Jの境界域にあることが明らかになった。
対象者の体型は「スリムJではあったが、皮下
脂肪厚が増加傾向にあることや、インピーダンス
法での体脂肪事の結果が「肥満Jの一歩手前であ
ることから、「隠れ肥満」であることが指摘された。
また、同時に BMIとインピーダンス法による体脂
肪率の結果において肥満判定の相違が認められた。
3. 2 BMI (体型)からみた体構成における
肥満判定の差異
表2には、 BMIの肥満判定から分類した体脂肪
率の「計算値J、「実測値jの結果を示した。 BMI
の肥満判定は「やせJr基準値Jrやや肥満Jr肥満」
に分類される(表3)が、 BMIの肥満者が1名だっ
たため、「やや肥満以上」としてまとめた。皮下脂
肪厚の肥満判定は表4に示した。その結果、 BMIと
体指肪率の「計算値」の肥満判定は一致するが、体
脂肪率の「実測値」による判定の相違がみられた。
そこで、 BMIと体脂肪率の「実測値」の肥満判
定差異をど検定により検討した(表5)。体脂肪率
(実測値)の肥満判定は「やせJr基準値Jr境界」
「肥満Jとした。その結果、両者の肥満判定には統
計学上有意な差が認められた (P< 0.001)0 BMI 
による肥満判定で「基準値」は177/291(60.8 %)、
体脂肪率による判定で「基準値」は101/291(34. 
7 %)となり、その数は約 1/2に減少した。 BMI
で「やや肥満以上」は 19/291(6.5 %)に対して、
体脂肪率の判定では「肥満の境界Jは135/291(46. 
4 %)、「肥満」は49/291(16.8 %)であり、体
構成からみると全体の約6割以上の人が「肥満の一
歩手前Jあるいは「肥満」であった。また、 BMI
で「やせ」と判定された 95人中、体脂肪率が「基
準値jだったのが55人 (57.8%)、「境界」が32
人 (33.6%)、「肥満」という人は2人 (2%)も
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存在していた。
3.3 BMI(体型)と体構成(インピーダンス
法による体脂肪率)の評価の妥当性
次に、 BMIと体脂肪率の「実測値」の肥満判定
を用いて、見かけの体型と体構成の評価の妥当性
について検討した。妥当性を評価するため、敏感
度 Csensi tivity)、特異度 Cspecificity)、陽性反
応的中率 (predictivevalue of positive test)、
陰性反応的中率 (predictivevalue of negative 
test)を算出した。ここでの「スクリーニングテス
ト」をBMI、「診断結果」を体脂肪率の「実測値J
とした。
敏感度とは、「疾患を有している者が検査で異常
とされる割合」の意味であり、今回は体脂肪率の
「実測値」で「肥満の境界・肥満」と判定された者
が、 BMIでも「やや肥満以上」と判定される割合
をさす。特異度とは、「疾患を有していない者が検
査で異常なしとされる割合」であり、今回は体脂
肪率の「実測値」で「基準値」と判定された者が
BMIでも「基準値jと判定される割合をさす。「陽
性反応的中率」とは、検査陽性中の疾病異常あり
の割合であり、 BMIで「やや肥満以上」と判定さ
れた者が体脂肪率も「肥満の境界・肥満」である
割合を指す。陰性反応的中率は検査陰性中の疾病
異常なしの割合であり、 BMIで「基準値Jと判定
された者が体脂肪率も「基準値」と判定される割
合を指す。これらの項目がともに高い値ならば、
BMIは有効性の高い「スクリーニングテストjで
あると判断される。
敏感度の結果は 10.3%、特異度は45.5%、陽性
反応的中率は 100.0%、陰性反応的中率は26.0%
であった(表6)。
表6 BMI、体脂肪率実測値の肥満判定の妥当性
% 
敏感度 10.3 
特異度 45.5 
陽性反応的中率 100.0 
陰性反応的中率 26.0 
陽性反応的中率が 100.0%なので、 BMIで「肥
満の境界・肥満Jと判定された者は、体構成も「肥
満Jである確率が極めて高L、。しかし、敏感度が
10.3%なので、体脂肪率が「肥満」であってもBMI
で「肥満」と判定される確率は極めて低いことが
明らかになった。よって、スリムな体型である若
年女性を対象とした場合、「肥満」判定をBMIのみ
で行う有効性は低いことが示唆された。
3. 4 体構成の計算値と実測値の評価と妥当性
体構成の評価において、体脂肪率の「計算値」と
「実測値Jの肥満判定について検討を行った。体脂
肪率の「計算値」の肥満判定は「基準値J['境界J
「肥満J['極度の肥満jに分類した(表的。その結
果、両者の肥満判定は統計学上有意差が認められ
た(表7x2検定 P< 0.001)。
全体から見た体脂肪率の「計算値」、「実測値」に
よる判定で「肥満」は、それぞれ32/291(11.0 
表7 体脂肪率の実測値と計算値の独立性の検定
(人)
実測値 30%未満
計基盤
30"'-'35%未満 35~40%未満 40%以上 計
基準 境界 肥満 極度の肥満
20~25% 基準 78 9 。 3 90 
26~30% 境界 105 13 6 13 137 
31~35% 肥満 14 10 14 5 43 
36%以上 極度肥満 3 2 12 4 21 
計 200 34 32 25 291 
自由度 9 
χ2値 108.85
P<0.001 
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%)、 43/291(14.8 %)、「極度の肥満」は、 25
/291 (8.6 %)、 21/291(7.2 %)と大きな差は
認められなかった。しかし、「基準値」の判定に関
しては、「計算値」は200/291(68.1 %)、「実測
値」は90/291(30.9 %)であり、その数は 1/
2に減少した。また、肥満の一歩手前である「基準
値と肥満の境界」に関しても、「計算値J34/291 
(11.7%)、「実測値J137/291 (47.1 %)と大き
な差が認められた。
3. 5 体脂肪率からみた肥満判定の妥当性
次に、体脂肪率評価の妥当性について、「スクリー
ニングテスト」を「計算値」、「診断結果」を「実
測値」として検討を行った。その結果、敏感度は
54.7%、特異度は86.7%、陽性反応的中率は61.4
%、陰性反応的中率は39.0%であった(表8)。
表8 体脂肪率の実測値と計算値の肥満判定の妥当性
% 
敏感度 54. 7 
特異度 86. 7 
陽性反応的中率 61. 4 
陰性反応的中率 39.0 
特異度が86.7%なので体脂肪率の実測値で「基
準値Jと判定すれば、皮下脂肪厚も「基準値Jと
判定する確率がやや高いこと、陰性反応的中率が
39.0 %なので、皮下脂肪厚で「基準値jと判定し
でも、体脂肪率は「肥満」である確率が高いこと
が明らかになった。つまり、若年女性を対象に体
構成を測定する場合、皮下脂肪が「基準値」範囲
であっても、体構成は「肥満Jであることがある
ので、体脂肪率の測定にはインピーダンス法を用
いる必要性が示唆された。
そこで、体構成の両者(体脂肪率の「実測値」と
「計算値J)の相関関係を図 1-1、ト2、1-3に示
した。検討した項目は、体脂肪率、体脂肪量、除
脂肪体重である。それぞれの項目について、両者
の聞には正の相関が認められ、統計上有意なもの
であった CP< 0.001)。しかし、棺関係数をみる
と、体脂肪量に関しては0.6以上を示したが、体脂
肪率、除脂肪体重は0.4未満と低い結果であった。
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次に、どちらの方法がより精度の高い測定法か
を検討するために、 BMIを指標に検討を行った。図
2は体脂肪率の「計算値」とBMI、体脂肪率の「実
測値」と BMIの相聞を示したものである。どちら
も統計上有意な正の相聞を示した (P< 0.001)。
このことから、どちらの方法を用いても、体構
成の評価が可能であることが示唆されたが、「実測
値」とBMIの相関係数が0.6以上を示し、「計算値」
とBMIの相関図より高い結果が得られたので、体
脂肪評価は、インピーダンス法を用いることが効
果的であることが示唆された。
4.考察
近年のライフスタイルの変化により、若年女性
を中心に生活リズムの乱れや、美容のための極端
なダイエット、摂食障害といった問題点が挙げら
れている。若い年代からの健康管理は、今後迎え
る成熟期、高齢期に備え重要になってくるが、女
性の「やせ志向」を強調する情報があふれ、食事
制限、疾病につながることが懸念される。今井ら
(1994)は、青年期女子261名を対象に「やせ願
望」について調査した結果、自己の体重が普通で
あると評価しながらもさらに「やせたい」と希望
している者が47.8%もみられたと報告している。し
かしながら、江田ら (1995)の報告によると、「や
せたい」と考えているものの、コーヒーやインス
タント食品の摂取が多く、食に対する意識・認識
が低いことが明らかになっており、正しい健康教
育の必要性を示唆している。
特に、成長期の身体計測は、発育を知る上で重
要であり、成人から中高年にかけては生活習慣病
予防、健康の維持・増進のためには欠かせない評
価である。田原ら(1990: 1992: 1993 : 1995 : 
1995 : 1995)、渡辺ら(1993)、佐伯ら(1990)
は小学生・中学生の男女を対象に、わが国独自の
身体密度推定式や肥満の評価について検討を行っ
ている。
栄養状態を評価・判定するために、身体計測は
一般的な方法である。従来、身体組成の評価は、体
重、身長から算出する標準体重、肥満度といった
体型重視の傾向があった。標準体重の計算法とし
て様々な方法があるが、代表的なものとして、 Broca
指数の桂変法{(身長cm-100) x 0.9}という式
がよく用いられ、近年では日本肥満学会で用いら
れている肥満判定指数BMI(Body Mass Index 
;体重kg/身長ぽ)を使うことが多L、。日本肥満
学会では、成人のBMI基準値として男女とも22に
することを決めている。その理由として、松津ら
(1990)のBMI22が疾病の発生率が最も少ないと
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いう報告から、 22x身長討を「標準体重」とし、望
ましい体重と結論づけた。
本研究は、都市部に通う女子学生 (20-21歳)
を対象にして身体特性の現状を明らかにするとと
もに、 BMI、皮下脂肪厚、体脂肪率(インピーダ
ンス法)の項目を用いて体型と体構成の肥満判定
差異を検討することを目的とした。同時に、体構
成を評価する代表的なものとして皮下脂肪厚とイ
ンピーダンス法を用いて身体構成を評価するには
どちらの方法がより効果的であるか検討した。
対象者の身体特性の現状は、 BMIが20-21の範
囲にあったので体型は「基準値」よりやや「スリ
ムJであった。相川ら(1995)の報告では、女子
学生(19-21歳 165人)のBMIは20.8:t2.5で
あり、本研究結果とほぼ一致していた。また、厚
生省が行っている国民栄養調査(1990-1995年)
の成人女子BMIの結果は20前後であり、本研究結
果との較差はなく、女子学生の体型は全国平均で
あることが示唆された。しかし、対象者の皮下脂
肪厚が年々増加傾向にあることやインピーダンス
法による体脂肪率の判定では「基準値と肥満の境
界Jであったことから、「隠れ肥満Jであることが
明らかになった。「隠れ肥満」とは、外見は「やせ」
「基準値」であるのに対して、体構成が「肥満Jの
領域にある、いわゆる「隠れた肥満」を指す。近
年、若い女性に多い現象であると言われている。
体型を示すBMIとインピーダンス法の体脂肪率
の肥満判定に差異があるということは日田ら
(1996)も報告しており、肥満度判定だけでは的確
性を欠くことが示唆され、本研究結果と一致して
L 、fこ。
そこで、 BMIと体脂肪率の肥満判定をど検定に
より検討した結果、統計学上有意な差が認められ
た (P< 0.001)。また、 BMIを「スクリーニング
テスト」、「診断結果」を体脂肪率の「実測値」と
してBMIの有効性の検討を行った。「スクリーニン
グテスト」とは、疾病の早期発見を目的として行
われるものであり、いわゆる第二予防である。こ
の手法は、確定診断を目的とするものではなく、あ
くまでも一定の基準で異常とされる者を区分する
ためのものである。 BMIを「スクリーニングテス
トJとしたのは身長と体重から簡単に算出でき、被
験者に負担をかけずに実施できるからであり、「診
断結果」を体脂肪率の「実測値Jとした理由は、イ
ンピーダンス法と水中体重法との相闘が最も高い
という報告に基づき、精度が高いと判断したため
である (Lukaski，1985: Lukaski， 1986 :中塘
ら， 1990 :中塘ら， 1990 :国井ら， 1989)。その
中でも中塘ら(1990)は、インピーダンス法によ
る体脂肪率は、水中体重法による体脂肪率との聞
に高い相関 (r= 0.854-r = 0.878)を示し、除
脂肪体重についても同様の結果を示したと報告し
ている (r= 0.786-r = 0.940)。また、水中体重
法による体構成に対して、インピーダンス法の結
果は、皮下脂肪との聞の相関より高い値であった
と報告している。
「スクリーニング」検査の妥当性は、有効性
(validity)・信頼性 (reliability)が高いことが条
件とされている。有効性とは、実際の疾病異常の
有無をスクリーニング検査でどの程度の正確さで
区別できるかを指し、信頼性とは、検査法そのも
のの変動が少なく、測定者による変動が少ないこ
とである。今回、有効性の指標として、敏感度、特
異度、陽性反応的中率、陰性反応的中率を算出し
fこ。
「敏感度」とは疾病異常者を検査で陽性とする能
力(肥満者に対してBMIで肥満と判定する能力)、
「特異度Jとは疾病のない者を検査で陰性とする能
力(肥満ではない者をBMIで基準と判定する能力)
を指す。「陽性反応的中率」とは検査陽性者中の疾
病異常ありとする割合 (BMIで肥満と判定された
者が体構成も肥満と判定される割合)、「陰性反応
的中率」とは、検査で異常がなかった者が疾病異
常なしとする割合 (BMIで基準と判定された者が
体構成も基準と判定される割合)を指す。
その結果、敏感度は 10.3%、特異度は45.5%、
陽性反応的中率は 100.0%、陰性反応的中率は26.
0%であった。 BMIの敏感度が極めて低い値だった
ことから体構成が肥満であるにもかかわらず、 BMI
の判定では肥満と判定する能力が低いことが示唆
された。また、陽性反応的中率が100.0%だった
ことから体型で肥満と判定された者は体構成も肥
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満である確率が高い集団であること、陰性反応的
中率が低い値であったので体型が基準値範囲でも
体構成が基準値であると判断される確率が低いこ
とが明らかになった。このことから、 BMIは肥満
判定のスクリーニングにおいて有用ではないと示
唆された。
同じ体構成を評価する体脂肪について検討を行
った。インピーダンス法で測定された体脂肪率を
「実測値」、皮下脂肪厚から体脂肪推定式に代入し
た結果を「計算値jとした。両者の肥満判定につ
いてど検定を行った結果、統計学上有意差が認め
られた (P< 0.001)。
また、評価の妥当性について「スクリーニング
テスト」を体脂肪率の「計算値」、「診断結果」を
「実測値」として、皮下脂肪厚の肥満判定の妥当性
について検討を行った。その結果、精度は54.7%、
特異度は86.7%、陽性反応的中率は61.4%、陰性
反応的中率は39.0%であった。特異度が精度より
やや高めであったので、インピーダンス法で「肥
満」でないものは皮下脂肪厚の判定でも「基準値」
と判定する確率が高く、陰性反応的中率が低いの
で、皮下脂肪が「基準値」範囲であっても、体構
成は「肥満」であることがあるので、インピーダ
ンス法を用いる必要性が示唆された。
Jackson et al (1988)によると水中体重法は、
インピーダンス法よりも皮下脂肪厚との閣の相聞
が高いとする報告をしている。今回測定に用いた
キャリバーでの皮下脂肪厚測定は、測定部の圧が
一定であること、同一人物で測定を行うことが規
定されている。厚生省が毎年行っている国民栄養
調査でも使われているが、少なからず測定誤差が
生じることが予想される。本研究の結果でも、皮
下脂肪厚が増加し、標準偏差が大きくなっていた。
今回、測定を学生が分担して行ったため測定結果
にばらつきが出たものと考えられる。田中ら
(1990)はキャリバーによる皮下脂肪厚とインピー
ダンス法の体脂肪率を変動係数 (CV:標準偏差/
平均x100)により検討した結果、皮下脂肪厚9.
86:t 2.96 %、インピーダンス法はわずか1.37:t 
0.53 %であったと報告している。測定者による変
動が少ないことが望ましいことから、インピーダ
ンス法での体脂肪率測定は信頼性が高いと判定さ
れた。
この両者の測定方法には長所と限界が考えられ
ている。皮下脂肪厚は、狭い場所でも測定が可能
であるが、正確に測定するには洋服を脱衣しても
らう必要があり、精神的な苦痛が伴う。また、脂
肪だけをつまんで測定するので肉体的な苦痛も伴
う。一方、インピーダンス法では、測定する際、飲
食が禁止のため、即座の測定が不可能である。中
塘ら (1991: 1996)は、測定条件の差異について
検討を行った結果、体内水分を一定にすることが
重要であると示唆している。また、測定は仰臥姿
勢なので、場所の確保が必要となるため、場所に
応じて使い分けをする必要がある。
体構成の「計算値」と「実測値」において、体
脂肪率、体脂肪量、除脂肪体重の両者の相聞を見
たところ、統計上有意な正の相聞を示したこと (P
< 0.001)から、体構成を評価するには、どちらの
方法でも可能であることが示唆された。しかしな
がら、 BMIとの相関関係で、高い相聞を示したの
はインピーダンス法であった。
以上のことをまとめると、若年女性では「隠れ
肥満」の傾向があり、体型のみの肥満判定では信
頼性、有効性が欠けることが明らかになった。ま
た、体型の他にもインピーダンス法による体構成
の肥満判定を取り入れることがより効果的である
ことが示唆された。
近年では、新しい体脂肪測定機器の研究もされ
ており、今後ますます体脂肪について簡便に測定
できるものが登場するものと思われる(豊川.1984: 
佐伯:1987清水.1990)。また、小児からの生活
習慣病予防を目指して身体評価の重要性を示唆す
る報告も見られるため(高崎.1992 :原.1995 : 
佃.1995 :小国.1995)、若い年代からの健康教
育をすすめる必要性が示唆された。
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Thepu叩oseof this survey was to use body shape (BMI) and body composition techniques 
to examine obesity levels among female college students commuting to university located in 
cities. The subjects were healthy Japanese female college students aged between 20 to 21 
years(n=291). Height and body weight were measured and each subject's BMI was calculated 
(body weight (kg)/height (m2)). Body composition carried out percentage body fat measurement 
by skinfold thickness measurements， bioelectrical impedance analysis. 
The findings were as follows: 
1) Though the BMI and skinfold thickness of most of the subjects were within a normal 
range， the percentage body fat by bioelectrical impedance analysis， inmany cases， was 
c10se to the definition of obesity. 
2) A significant difference was observed between levels of obesity determined by BMI and 
levels of obesity determined by percentage body fat by bioelectrical impedance analysis. 
The sensitivity was 10.3% and the specificity was 45.4%( X 2 test P<O.OOl). 
3) A significant difference was observed between measurements of obesity ， one determined 
by skinfold thickness and the other by bioelectrical impedance analysis. The sensitivity 
was 54.7% and the specificity was 86.7%( X 2 test P<O.OOl). 
4) A positive correlation was observed between these two levels (r=0.34 to 0.64 P<O.OOl). 
5) BMI was more positively correlated with body fat rate measured by using bioelectrical 
impedance analysis (r=0.689 P<O.OOl) than when measured by skinfold thickness 
(r=0.438 P<O.OOl). 
6) The survey revealed a tendency of subjects to have "hidden obesity": i.e.， the subjects did 
not appear to be obese ， but they had a high percentage of body fat. Both body shape and 
body composition should be measured to assess physical condition. The survey also 
indicates that bioelectrical impedance analysis is more effective in evaluating body 
composition. 
